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一
年
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て 

所
長 

田
中 

浩
三 

 

「
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

新
年
早
々
す
ば
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
さ

わ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
の
言
葉
通

り
、
今
年
こ
そ
は
「
目
標
を
立
て
」
「
方
策
を
考
え
」
「
着
実
に
実
施

す
る
」
と
い
う
こ
と
（
言
う
は
易
し
で
す
が
）
を
頑
張
っ
て
す
ば
ら

し
い
一
年
に
し
た
い
等
、
気
持
ち
も
新
た
に
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。 

さ
て
、
当
研
究
所
に
お
い
て
も
一
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
次

の
視
点
か
ら
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

当
研
究
所
の
方
針
に
は
「
広
く
教
育
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
、

直
面
し
て
い
る
課
題
を
取
り
上
げ
教
育
実
践
に
寄
与
す
る
」
と
あ
り
、

学
校
教
育
の
多
く
の
課
題
の
中
で
、
当
研
究
所
の
果
た
す
役
割
を
考

え
た
と
き
、
次
の
二
点
を
着
実
に
実
践
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

一 

学
力
向
上
を
図
る 

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、「
教
師
の
授
業
力
を
高

め
る
こ
と
」
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
研
究
所
で
は
「
初
任

研
」
や
「
十
年
研
」
等
数
多
く
の
研
修
を
通
し
て
次
の
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

①
実
践
の
中
で
教
師
が
「
何
を
課
題
と
し
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る 

の
か
」
等
を
把
握
し
、
具
体
的
な
事
例
等
を
も
と
に
教
師
が
課
題 

解
決
が
で
き
授
業
実
践
に
活
か
せ
る
研
修
に
努
め
る
。
ま
た
個
々 

の
多
様
な
考
え
や
実
践
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
の
研
修 

を
も
つ
。 

②
学
力
向
上
に
関
わ
る
校
内
研
修
等
へ
直
接
参
加
す
る
こ
と
を
通 

し
て
、
学
校
の
実
情
を
把
握
し
な
が
ら
助
言
し
た
り
共
に
取
り
組 

ん
だ
り
す
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
。 

③
各
種
学
力
調
査
の
分
析
等
を
通
し
て
各
学
校
や
児
童
生
徒
の
実 

態
把
握
に
関
わ
る
情
報
を
提
供
し
、
学
校
や
家
庭
の
効
果
的
な
学 

習
活
動
の
取
組
に
寄
与
す
る
。 

 

二 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
充
実
を
図
る 

文
科
省
が
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
情
報
端
末
一
人
一
台
を
推
進
す
る

中
、
那
覇
市
で
は
昨
年
電
子
黒
板
が
小
学
校
六
年
と
中
学
校
全
ク
ラ

ス
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
二
月
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
小
・
中
学
校
各
三
校
に
導
入
さ
れ
ま
す
。
当
研
究
所
で
は
、
各
学

校
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
操
作
法
の
み
な

ら
ず
授
業
で
の
活
用
法
等
の
研
修
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
教
育
活

動
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

結
び
に
、
今
年
も
当
研
究
所
は
、
那
覇
市
唯
一
の
教
職
員
研
修
機

関
と
し
て
学
校
や
教
職
員
に
寄
り
添
い
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

各
種
研
修
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
関
係
者
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 
   
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那覇市金城 3－5－3 
Tel 917-3441  Fax 857-8681 

naha-c@naha-c.nahaken-okn.ed.jp 
所 長 田 中  浩 三 

●新年を迎え，平成 25 年度 後期研究員の研究も折り返し地点を過ぎました。テーマ検討から項立て，中間

検討会を経て，検証授業の実施・考察・まとめの時期に差し掛かり充実した日々を送っています。       

次年度の募集締め切りが近付いています。多くの応募をお待ちしています。 

12 月 13 日（金）村吉 優子 研究員     12 月 17 日（火）新里 和也 研究員 
１月 10 日（金）山里  毅 研究員       １月 16 日（木） 池田 尚子 研究員 

次年度教育研究員 

募集中！〆切り間近 

研究所だより 
那覇市立教育研究所 

 検証授業では，仮説１の手立てであ
った「視点を持たせて読ませる」部分

が明確ではなかったという課題が残り
ました。ここでは，気持ちを読み取ら
せ，同じような気持ちになった経験を

引き出すことが重要だったのではない
かと感じました。残りの 2 時間，今回
の指導助言を生かして修正を図り，最

後の感想交流会へつなげていきたいと
思います。（村吉） 

 「見えるものの予想」からの課題は比較的設
定しやすいが，「見えないものの予想（昔の暮

らしの様子）」からの課題は，どのような手だ
てをしたら子どもたちの理解が深まり一人一
人が自分の調べたい課題を設定できるのか，子

どもたちの実態を把握し考えて実践していか
ないといけないことが分かった。子どもたちに
「社会的な見方や考え方」をもたせるために社

会的事象に関心を持たせ，自ら調べてみたいと
思う課題づくりをしていきたい。（新里） 

  今後の指導に生かしていきたい点がた
くさんありました。根拠を示してしっか
りと説明させることや発表の後の質疑応

答させることにも課題がありました。数
学的な見方や考え方を育む時に，生徒が
自ら考え気づけるように展開させる必要

性の大切さを感じました。 
今後は中間検討会Ⅱに向けて，授業の

ワークシートや録音データや，事後アン

ケートや形成テストを行い，しっかりと
まとめていきたいと思います。（山里） 

 検証保育では，子ども達が作った絵
本を読み聞かせする場面を見ていただ

きましたが，子ども達の姿が個々によ
って異なるため，検証としては難しい
場面だったと思います。表現の型では

なく，気持ちを育てるというねらいで
あるため，どのように姿を捉え仮説を
検証していくかが，これからの課題だ

と思います。これまでのデータをしっ
かり見直し，何が結果としていえるの
か考えていきたいと思います。（池田） 
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中学校 
国 

語 

数 

学 

理 

科 

社 

会 

英 

語 

２

年 

那覇市 71.5 50.6 41.0 53.0 56.6 

沖縄県 70.2 47.5 39.1 52.5 53.8 

県との差 1.3 3.1 1.9 0.5 2.8 

小学校 国 語 算 数 

3 

年 

那覇市 66.8 79.4 

沖縄県 66.5 78.0 

県との差 0.3 1.4 

５ 

年 

那覇市 66.0 70.3 

沖縄県 63.8 68.4 

県との差 2.2 1.9 

平成 2５年度 沖縄県学力到達度調査結果 

昨年 12 月に行われた「沖縄県学力到達度調査」の沖縄県と那覇市の各教科平均正答率を報告します。
分析や課題となる問題の指導の重点等の詳細については、後日 HP 等に掲載いたします。 

「他者との感情の共有」という言葉がとても
印象に残りました。社内トラブルの例をもとに

話し合ったのですが，やはり自分の感情を入れ
ないで相手の話を聴くということが難しく，こ
れからの課題であると感じました。 

教師としての立場で考えると，これまでの子
ども達や保護者に対するコミュニケーション
はどうだっただろうと反省させられます。今日

の講座で学んだことを生かして，内的・外的コ
ミュニケーション力を高め，実践していきたい
です。（村吉） 

エクセル活用講座（12月 24 日） 
講師；上地弘美先生（株式会社 興洋電子） 

 コミュニケーションとは相互に作用する「情
報の伝達」と「感情の共有」であること。また，
「感情の共有」を図りながら，他者と関わって

いるということを学びました。 
人の全身がコミュニケーションツールであ

ることもしっかりと認識して，人と接すること

が大切であることも改めて感じました。非言語
（しぐさ，体型）などにも気を配っていきたい
と思います。（山里） 

 講座では基本的な使い方から学校現場で利用が多い部分のスキルな
どわかりやすく教えていただきました。今まで難しい操作をしていた

ことを裏ワザでできることを知り驚きました。特に行事表の作成方法
は今までの半分の操作で作成できる方法を知ることができました。ま
た，複数のシートを画面上で同時に見ながら作業ができる方法をしる
ことができ作業の効率が上がりそうです。（新里） 

コミュニケーションスキル①講座（12月 19 日） 
講師；吉田文子先生（セルフコンフィデンス沖縄） 

吉田文子先生 

協同の原理をしっかり踏まえた学

級経営により，子どもの動きがみる

みる変わる！形ばかりの「活発な授

業」に陥らないために，本当の効果

を生み出すための原理を丁寧に解説

し、授業で工夫すべき 51 のポイント

を具体的に紹介する。 

【ナカニシヤ出版 HP より】 

図書室にて 
貸し出しして
います♪ 

上地弘美先生 

今回の講座では，関数計算など，いくつか疑問に
思っていたことが解決できたため，これからはもっ

と上手に使えるようになるのではないかと思いま
す。さらに，集計についてのシートの使い方など，
効率的に使うためのコツも教えていただけたので，

とても勉強になりました。（池田）                 

『③協同学習入門 ●基本の理解と５１の工夫』 

  杉江修治 著 ナカニシヤ出版 2011 

大募集！ 

今年度導入された電子黒板の授業での活用を促進

し，よりわかる授業づくりを推進するために各小中

学校へインストラクターを派遣します。 

 

申込期間 １月 22 日（水）～２月 ７日（金） 

派遣期間 1 月 27 日（月）～3 月 28 日（金） 

 

 ※全体研修や学年研修，個人での研修も可能です。 

 申し込みは研究所（玉村）まで 

  


